第９回丘陵地区整備機構協議会要旨
平成２１年１１月６日

ＰM２時００分～４時００分　

場所：岸和田市　浪切ホール４階研修室１
主な内容

　事務局より、「丘陵地区における事業計画の検討について」というテーマに基づき検討し、丘陵地区の整備に際しては、地区全体の造成計画を考え、事業費の削減を目指すために「現状の地形を出来るだけ活かし、改変を少なくする」ことが重要であることを確認した。

また、都市的整備エリアにおける住宅ゾーンと農的整備エリアの現状の耕作状況を調査し、それぞれの整備内容を考え、丘陵地区全体の土地利用計画図を確認した。
委員からは主な意見として、
●「自然の地形をもっと活かした住宅地を考えても良いのではないか。」
●「地区の現状は、自然と言うよりも竹やぶが侵食している状況で、自然を活かすのも難しいと思う。」
●「住宅地の販売に際しては、駅からも遠く苦戦するのではないか。どんな特徴を持って、どんな人に販売するのかなど的を絞って考えなくてはならない。」
●「企業誘致に関しては、交通インフラは必須であるが、業種によってはそんなに水を必要としない。それと住宅地に関しては、企業用の住宅がどれだけ必要とされるかだろう。」　
●「住と農との連携が出来るようなソフト面での仕掛けや仕組みがなければ双方成り立たない。」　

等その他。
※　要約しています。詳細については議事録本文をご覧ください。





















